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懸濁水性 ク ロラムフェニコール(クロ ロマイセチン ゾル筋 注用)の 使用経験

藤 本 安 男 ・鉄谷多美子 ・後 藤 真 清

大 景 収 ・山 本 勝 彦

関西医大第一内科

(昭和41年11月4日 受付)

緒 言

Chloramphenicolは 未だに耐性 の上昇 が比較 的少 く,

広 く使 用 されてい る。 しか し溶解度 の関 係で,筋 注に際

して,用 に臨 んで蒸溜水を加え,よ く振壷 してサスペ ソ

ジ ョソの状態 で筋 注 してい る◎粒子 の関 係か沈澱 を容易

に生 じ,ま た注射 中に,注 射針に粒子が閉 塞す る難i点が

あつ た。 今 回 の ク 冒ロマイ セチ ソゾル 筋 注 用(以 下

C.P.S.と 略す)は 粒子が小 さ く,し か も初めか らサス

ペ ソジ ョソの状態 としてあ り,パ イアル,ア ンプルに入

れ てあ る。ほ とん ど均質で,注 射 も容易であ るとされて

い る。 今回の製剤は250mg/ccを 含 む もので,成 人に

主 として轡筋に用 い た◎1回1～2g(4cc～8cc)を1

日1～2回 筋注 した◎

第1例 ,26才,女

病名:壊 疸性 扁桃 炎

経過 は第1図 の如 くで,C・P・S・ の注 射 が有効 であつ

た と考 えられ る。扁桃 よ りの菌は黄色 ブ ドウ球菌 であつ

た。発熱時,軽 度蛋白尿があつたが,下 熱 と共 に消失 し

た。副作用 な し。 有効。

で あ る。

第3例 25才,女

病 名:急 性 大 腸 炎

1日10数 行 の 水 様 便 あ り,疑 似 赤 痢 と して 送院 され

て来 た が,赤 痢 菌 は証 開 せ ず,便 か らE.coliとKleb-

siellaを 発 見 す る の み で あ つ た 。Klebsiellaの デ ィ ス ク

法 に よ る感受 性 はCM(一),SM(一),KM(十 ト)で,

E.coliも 同 様 で あ つ た が,C。P,S、 を 使 用 して み た とこ

ろ,諸 症 状 は急 速 に 緩 解 し,C.P.S.合 計109の 筋注

で治 癒 した 。 副 作 用 と し て は,1回29のC.P.S.の

筋 注 で 局 所 痛 を 訴 えた 。 他 は 特 記 す べ き も の は な か聯つ

た◇ 有 効 で あ つ た(第2図)。
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第2例 49才,男

病 名=急 性 大腸 炎

2日 前 よ り誘 因 な く頻 回 の 下 痢(1日10回 以 上)腹

痛 あ り,便 は血 液 は な い が粘 液 を混 ず◎ 他 医 の加 療 で 無

効 に つ き来 院 。 赤 痢 菌 陰 性 。

MexaformとChloramphenico11日19を1日 投 与

した と こ ろ,嘔 気,嘔 吐 あ り更 に下 痢1日10回 余 あ

り。 よ つ てDaricon1・29(1日 量)の 内 服 と 共 に

C.P.S.29を 轡 筋 に注 射 し た と こ ろ,2日 後 す べ て の

諸 症 状 は 軽快 し,5日 間 で完 全 に治 癒 し た 。C.P.S.合

計49を 用 い た 。 副 作 用 な く有 効 で あつ た。 か か る症 例

の よ うに 嘔 気,嘔 吐 あ る場 合 に はC.P.S.の 注 射 は 便 利
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第4例 ,57才,女

病 名;急 性大腸炎

発熱 と1日 数行の下痢 で赤痢 を疑つ て送院 され て来た

が,入 院 は第4病 日であ り,赤 痢菌 は終 始陰 性 で あつ

た。 便中のE.coliは ディス ク法 で,CM,SM,KM,TC

に感受 性であつた。C.P.S.1日29を2回 を筋注6日

間 にお よんだが,便 回数,便 中粘液 の消失 がみ られたが

下熱 は完 全でな く,そ の後 自然 に解熱 した。 やや有効 と

判定 した。 副作用 は局所痛 のみ(第3図)。

渉3図

第5例 ,24才,男

病名 大腸 炎
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入 院2週 間 前 か ら1日2～4回 の腹 痛,下 痢,時 々

380C前 後 に 発 熱 し,他 医 の治 療 で よ くな らず 入 院 した 。

赤 痢 菌,腸 炎 ビブ リ オ 共 に 陰 性 で,E.coliを み るが,

これ はだ いた い感 受 性 は(十)～(井)に な つ て い た 。

C.S.P.1日292回,6日 間投 与 し,治 癒 した 。 有 効
蓼

(第4図)。 汁4図
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第6例 ,男

病名:胆 石症(感 染性)

相当以前 よ りほぼ典 型的 な胆石発作 を時 々来 していた

が,そ の都度加療 によ り軽快 していたc本 年7月14日

初診,入 院 し,諸 検査 を実 施 し,C.P.S.も 用 いたが,

結局,有 石胆嚢 炎であるた め無効 に終 り,外 科手 術に よ

つて軽快 しつつ ある。術後 の胆嚢 は,肥 厚 し結石は4コ

あつた。かか る有石胆嚢炎 は,化 学療法 は治療 の第1義

的なものとな り難 いこ とが多 く,C.P.S.の 効果 の判 定

は不能 である(第5図)。
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第7例 44才,女

病名:胆 石症(感 染性)

20年 程 前 よ り有 石 胆 嚢 炎 の 発 作 あ り。 入 院後 の経 過

は(第6図)の 通 りで あ るが,結 局 治 癒 せ ず,外 科手 術

に よつ た 。 元 のC.P,S・ の 効 果 も第6例 と同 じ く一 時 的

効 果 の み で あ つ た。 沖6
図
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第8例 29才,男

病 名:赤 痢

保 菌 者 と し て発 見 送 院 され て来 た◎ 菌 は フ レキ シ ネ ル

IIa型 。 デ ィ ス クに よる 感 受 性 はSM(一),CM(一),

TC(十),KM(十 ト)の 多 剤 耐 性 型 で あ る が,C.P.S.を

使 用 し,有 効 で あつ た。 便 の性 状 お よ び回 数 は病 初 よ り

正 常 で あつ た 。 副 作 用 と して,注 射 局 所 の疹 痛 を 訴 え

たo'し か し,そ の後 の観 察 で は と くに硬 結 はな か つ た 。
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結 語

1.クlTV2・rイ セチ ン ゾル 筋 注 用 の新 製 剤 は,使 用 に

あ た つ て 便 利 で あ る0

2.そ の臨 床 治 療 効 果 は,従 来 の クPtラ ム フ ェ ニ コー一

ル の筋 注 剤 と同 じ程 度 と考 え られ る。

3.し か し,使 用 に際 し,や は り2～3回 振 量 して使

用 した ほ うが よいQ

CLINICAL EXPERIENCE WITH CHLORAMPHENICOL SUSPENSION 

       (CHLOROMYCETIN SOL INTRAMUSCULAR)

YASUO  FUJIMOTO, TAMIKO TETSUTANI, MASUMI  GOTO, 

      OSAMU OKAGE & KATSUHIKO YAMAMOTO 

 First Department of Internal Medicine, Kansai Medical School

 Chloramphenicol suspension  (Chloromycetin Sol  Intramuscular), a newly introduced preparation of 
chloramphenicol, was used in the treatment of 8 cases with acute infectious diseases, consisting of 
4 colitis, 2 infectious cholelithiasis, 1 necrotic tonsilitis and  1 dysentery. It affected, in general, very 
favorably the course of the disease, and it was found to be equal in its effectiveness to  chloramphenicol 
intramuscular (lyophilized  vial). No side effects were observed, except moderate local pain on the 
injected site.




